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Age and Dementia Friendly Cities に関する研究 

 

        研究分担者  尾島 俊之 （浜松医科大学健康社会医学講座） 

 

 

 

Ａ．研究目的 

 地球規模の急速な高齢化の中で、日本及び国

際的にも認知症は高齢化に関する重要な課題

となっている。研究分担者は厚生労働科学研究

費補助金（認知症政策研究事業）「認知症発生

リスクの減少および介護者等の負担軽減を目

指したAge-Friendly Cities の創生に関する研究」

の研究代表者として、日本老年学的評価研究

（Japan Gerontological Evaluation Study, JAGES）

による調査において認知症高齢者等にやさし

いまちづくり指標の開発および実際の調査実

施により、認知症対策の研究を行っている。 

 その研究成果をふまえつつ、日本における認

知症対策の取り組み等で国際的に発信すべき

ことをまとめることが本分担研究の目的であ

る。 

 

Ｂ．研究方法 

 医学中央雑誌、Googleによる検索等により、

日本語で発表されている日本における認知症

対策の取り組みについてレビューを行い、国際

的に発信すべき内容の要点をコンパクトにま

とめるべく検討を行った。今年度は、主として

認知症にやさしいまちづくりに関しての概略

や歴史的発展などに焦点をあてた。併せて、前

述の認知症政策研究事業での研究内容につい

ても同様の視点で整理を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

個人を対象とする調査においては、倫理審査

の承認を受け、また対象者への説明を行い同意

が得られた場合に協力をいただいた。 

 

Ｃ．研究結果と考察 

（１）認知症対策の歴史 

 認知症対策の年表を表１にまとめた。初期に

は、認知症は本人・家族のみが抱える問題であ

り、かかりつけ医療機関など限られた機関が相

談に乗っていたと考えられる。しかし、小説『恍

惚の人』の出版及びその映画化などを契機に、

1970 年代から広く社会で語られることとなっ

た。その後、介護をする家族の会が結成され、

行政による総合的な対策が行われるようにな

った。社会での関心が向けられていない時期に
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おいて、優れた文学作品や映画が大きな影響を

持つ可能性が示唆される。 

文献レビューの結果、保健医療福祉に関する

認知症の専門機関、地方自治体、当事者団体な

どによる多数の取り組み事例の報告が行われ

ている。本稿では各地域での個別の取り組みの

詳細にまでは触れないが、以下に、その概略を

まとめたい。 

 

（２）認知症にやさしいまちの概念 

 認知症にやさしいまちの概念として、狭義に

は、認知症になっても安心して暮らすことがで

きるまちを指す。一方で、広義には発症予防や

進行予防のための医療を含む場合もある。言い

換えると、認知症の一次予防、二次予防、三次

予防のうち、三次予防を中心にとらえる考え方

と、一次予防、二次予防にも重点をおくとらえ

方があると考えられる。認知症に優しい急性期

病院を目指す報告などもあり、広義ではそのよ

うな取り組みも含めて考えることができよう。 

 

（３）価値観 

 新オレンジプランの柱のひとつである、「認

知症の方ご本人やそのご家族の視点に立った

施策」が基本となろう。対応策としては、生活

に軸足を置く考え方と、医療や薬物治療等に軸

足を置く考え方とがあり、そのバランスが模索

されていると考えられる。 

 

（４）取り組みの対象 

 取り組みの対象としては、患者本人や家族を

主な対象とする取り組み、広く全ての人々を対

象とする取り組み、社会環境を対象とする取り

組みに大別できると考えられる。 

 患者本人や家族を主な対象とする取り組み

の基本は相談事業であろう。さらに、認知症カ

フェは多くの地域で取り組まれている。その内

容、実施方法、名称等は、地域によって創意工

夫が行われており、その意義も様々であると考

えられる。患者本人や家族以外の人の参加を意

図しているものもあると考えられる。参加者同

士の交流はほぼ必ず含まれるが、その他に講話、

コンサート、手工芸などが行われる場合もある。

その他の取り組みとして、就労支援やスポーツ

大会なども積極的に行われている。 

 認知症初期集中支援チームの取り組みも

徐々に増えてきていると考えられる。その他、

保健医療福祉専門機関による本人や家族に対

する取り組みは種々ある。認知症の人への洗練

された接し方を習得させるユマニチュードや、

絵画・音楽療法による取り組みなどもある。 

 全ての人々を対象とした取り組みとしては、

認知症サポーターキャラバンがもっとも成功

を収めていると考えられる。2017 年度までの

累計で養成された認知症サポーターの数は

1000万人を超えた。その他、テレビ、ラジオ、

新聞による広報等も行われている。 

 社会環境を対象とする取り組みとしては、認

知症サポーター養成講座を小売業の店員等を

対象として行う取り組みなどがある。今後、注

目すべき取り組みとしては、バス等の公共交通

機関事業者での取り組みがある。現在、「認知

症者の交通機関利用に関する対応マニュアル

作成ワーキング」が検討を進めている。 

 

（５）JAGESによる検討 

認知症対策として前述のように多種多様な

取り組みが行われているが、認知症にやさしい

まちについて数量的に評価する仕組みは確立

していない。そこで、JAGES では認知症にやさ

しいまちづくり指標を開発し、広く地域在住の

高齢者を対象とした調査を行うことにより、地

域評価を行うことを進めている。評価指標は、

WHO による高齢者にやさしいまち指標（Age 
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Friendly Cities Indicators）を参考に、認知症に焦

点を当てた項目を追加したものである。その指

標を表２に示す。調査を実施し、種々の分析を

進めているところである。このような指標を活

用することにより、各地域の特徴を明にすると

ともに、認知症にやさしいまちづくり推進の評

価を行うことができると考えられる。 

 

Ｄ．結論 

 日本において、1970 年代から認知症対策が

進められてきた。社会の認識が低い課題への対

応が開始される際に、優れた文学作品や映画等

が大きな影響を及ぼす可能性が示唆される。 

 現在までに認知症サポーターキャラバンや、

認知症カフェ等広く行われるようになってい

る。また、交通事業者での取り組みなど社会環

境を対象とした取り組みも始まっている。 

さらに、認知症にやさしいまち指標が開発さ

れ今後の活用が期待される。これらの日本にお

ける取り組みについて、より積極的に国際発信

していくことが必要であろう。 
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表１ 認知症対策年表  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

1906 年 アルツハイマー病報告  

1950 年 International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) 発足 

1959 年 日本老年医学会、日本老年社会科学会発足  

1963 年 老人福祉法制定 

1972 年 小説『恍惚の人』（有吉佐和子著）出版（翌年、映画化）  

1973 年 老人の生活実態及び健康に関する調査（東京都）  

1974 年 長谷川式スケール発表  

1975 年 Mini Mental State Examination (MMSE)発表 

1980 年 呆け老人をかかえる家族の会（現在の「認知症の人と家族の会」）発足  

1982 年 老年期脳障害研究会（現在の「日本認知症学会」）発足  

1984 年 Alzheimer Disease International (ADI)発足 

1986 年 厚生省痴呆性老人対策本部設置  

1989 年 老人性痴呆疾患センター開設  

1989 年 かなひろいテスト（早期認知症スクリーニング）発表  

1993 年 tacrine（初めての認知症治療薬）米国で発売  

2000 年 介護保険制度開始  

2000 年 もの忘れ検診（群馬県医師会）開始  

2001 年 福岡県大牟田市による認知症対策開始  

2001 年 Dementia Friendly Community (DFC) Guide (Scotland, UK) 

2004 年 痴呆予防に優しいまちづくり報告（山口県大和町、日本公衆衛生学会）  

2004 年 「痴呆」から「認知症」に呼称変更  

2005 年度「認知症を知る 1 年」（厚生労働省）  

2005 年 認知症サポーターキャラバン開始  

2005 年 認知症ケア専門士（認知症ケア学会）開始  

2007 年 認知症フレンドシップクラブ発足  

2012 年 認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）  

2013 年 認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ（DFJI）発足  

2014 年 日本認知症ワーキンググループ（当事者組織）発足  

2015 年 認知症政策推進総合戦略（新オレンジプラン）  

2018 年 認知症にやさしいまちづくり条例（大府市、神戸市、他）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

注．斜字体は国外、その他は国内  
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表２ 認知症にやさしいまち指標  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【認知症の理解】  

H-問 18-３）認知症の人の大声や暴力、歩き回るなどの行動は、必要なことが満たされない

時に起きると思いますか。  

１．そう思う ２．ややそう思う ３．どちらでもない ４．あまり思わない  

５．全く思わない  

 

H-問 18-４）認知症の人は、記憶力が低下し判断することができないので、日々の生活をこ

ちらで決めてあげる必要があると思いますか。  

１．そう思う ２．ややそう思う ３．どちらでもない ４．あまり思わない  

５．全く思わない  

 

【共生】  

H-問 18-１）自分が認知症になったら、周りの人に助けてもらいながら自宅での生活を続

けたいと思いますか。  

１．そう思う ２．ややそう思う ３．どちらでもない ４．あまり思わない  

５．全く思わない  

 

H-問 18-２）認知症の人も地域活動に役割をもって参加した方が良いと思いますか。  

１．そう思う ２．ややそう思う ３．どちらでもない ４．あまり思わない  

５．全く思わない  

 

【受援力】  

H-問 18-５）家族が認知症になったら、協力を得るために近所の人や知人などにも知って

おいてほしいと思いますか。  

１．そう思う ２．ややそう思う ３．どちらでもない ４．あまり思わない  

５．全く思わない  

 

H-問 19-６）悩みがあるときやストレスを感じたときに、誰かに相談したり助けを求めた

りすることは恥ずかしいことだと思いますか。  

１．そう思う ２．どちらかというとそう思う ３．どちらかというとそうは思わない  

４．そうは思わない  ５．わからない  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出典：認知症発生リスクの減少および介護者等の負担軽減を目指した Age-Friendly Cities の

創生に関する研究 平成 28 年度研究報告書  


